








神宮 徴 古 館 ・ ガ イド イ ea 
倉田 山 ・ 俊 姫 文化 の 森 


修 姫 宮 が ご 鎮座 する 侯 姫 文化 の 森 に は 、 神 宮 徴 古館 や 神宮 農業 
館 な どの 文化 施設 が あり 、 神 宮 の 精 神 文化 を 体感 いた だ きま す 。 
※ 当 日 の ガイ ド は 1 名 と な り ま す 。 ま た 、 ガ イド の 指定 は で きま せん 。 


色 の 煙 し 小屋 見 学 


神 営 祭 の 時 期 に 奉納 す 
る も の つく り を 源流 と し 
て いる 、 か つ お の 天 ば く 。 
2,000 年 前 か ら 、 鯉 節 は 
神様 の お 食事 | 神 鯖 」 と 
し て 献上 され て いま し た 。 
神々 に 捧げ 、 神 々 と 共に 
食す る | 神 人 共 食 ] の 精 
神 を 感じ て いた だ け ま す 。 














料理 イメ ー ジ 
志摩 観光 ホテ ル 伊勢 志摩 サミ ッ ト 記 念 ラ ンチ 
歴史 と 伝統 ある 志摩 観光 ホテ ル の 館内 を 特別 に ご 案内 し ます 。 


旅 の 最後 に は 、 サ ミッ ト の ワー キン グ デ ィ ナ ー の 会 場 に ちな っ た レス ト 


ラン で | 伊勢 志摩 サミ ッ ト 記念 ラン チ 」 を お 楽し みく だ さい 。 





伊勢 神宮 内 宮 


字 治 橋 前 の 
鳥居 か ら 昇 る 朝日 


日 の 神宮 は 静けさ が 満ち 、 
独り 占め し て いる よう な 気 
分 に な り ま す 。 ま た 冬至 前 後に は 、 
天 照 大 御 神 が 礼 ち られ て いる 宇治 
橋 前 の 鳥居 の 後ろ か ら 昇 る 朝日 
を 鳥居 の 真正 面 か ら 見 る こと が で 
きま す 。 ぜ ひ 早 朝 の 内 宮 で 荘厳 な 
雰囲気 を 感じ て みて くだ さい 。 


※ 載 日 を ご 覧 に な り た い 方 は 、 伊 勢 エ リア へ の ご 宿泊 を お すす めし ま 
す 。 た だ し 、 宿 泊 場 所 に よっ て は タク シー 利用 が 必要 な 場合 も あり ます 。 
※ 天 候 に よっ て は ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 


伊勢 神宮 内 宮 宇治 橋 選 大 ・ 朝 日 イメ ー ジ 雄 
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に 9 「 
海女 小屋 イメ ー ジ 石神 さん (神明 神社 ) 


海女 小屋 ティ ー タ イム 


日 本 一 海女 が 多い まち 相差 。 現 役 海 如 さん の 話 を 聞き な が ら の ティ ー タ イム 、 女 性 の 願い 
を 叶え て くれ る と いう 石神 さん を お 参り する 地元 ガイ ド と の まち 歩き で 、 海 女 文化 に 触れ て 
み ま せ ん か 。 


横山 展望 合 か ら 見 た 

笑 謀 湾 
標高 約 203m の 場所 に あ 
る 展望 台 か ら は 、 海 に 向 
か っ て 突き 出し た 幾つ も 
の 半島 や 島々 を ぐ で るり と 
見 渡せ ます 。 









レス トラ ン |「 ラ ・ メ ー ル ザ グラ シッ ク 」 
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